
●
二
四
三
番

白
居
易
「
八

�十
五
夜
、

�客
と
同 と
も

に

�を
翫

も
て
あ
そぶ
」

「
嵩
山
表
裏
千
重

�、
洛
水
高
低
兩
顆
珠
」

○
大
和
八
年
（
八
三
四
）
八

�十
五
日
、
作
�六
三

�、
東

�洛
陽

で
の
作
（

�
	・

朱
）。
太
子


客
分
司
在
任
。
「
�光

�の
似 ご
と

く
、

又
た
珠
の
似
き
を
言
ふ
」
（
東
京
大
學
本
『
私

�

（
１
）』
）、

�新
な
對
句
（
頷

聯
）。
履

里
の
自
宅
で
の
作
で
あ
ろ
う
。
『
白
氏
文
集
』
（
金
澤
文
庫
本

［
白
氏
後
集
卷
六
十
五
］
・
南
宋
紹
興
刊
本
［
た
だ
し
補
抄
の
部
分
］
・

�波
本

等
）
は
、
詩
題
を
「
八

�十
五
日 、
夜
、
同

�客
翫

�」
に
作
る
が
、

「
日
」
の
字
は
衍
字
で
あ
ろ
う
。
『
六

�』
（
六
地

�寺
本
）
は
、
「
八

�

十
五
夜
、
同

�客
翫

�」
と
題
し
、
貞
和
本
『
和

�
�詠

集
』
も
、

�

客
を
「
詩
客
」
に

�る
以
外
は
同
じ
で
あ
る
。

�閣
文
庫

�『
私

�』

の
「
八

�十
五
夜
、
翫

�」
、
『
千
載
佳
句
』
（

�倉
時
代
書
寫
の
古
鈔
本
）

時

�部
・
八

�十
五
夜
の
「
八

�十
五
夜
」
は
、
と
も
に
略
題
で
あ
る

が
、
「
八

�十
五
夜
」
に
作
る
點
で
は
同
一
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、

二
四
二
番
（

�出
）
の
詩
題
「
八

�十
五
夜
、
禁
中
に
獨
り
直
し
て
…
…
」

の
例
と
同
じ
で
あ
る
。

�稿
「
補
訂
（
十
四

（
２
））」
參
照
。

○
［
嵩
山
］
洛
陽
市
の
東
南
方
向
に

�な
る
秀
麗
な
山
な
み
。
切

り
立
つ

�山
と
は

�な
っ
て
、
群
峰
が

�綿
と

�な
る
山
容
を
特
色
と

す
る
。
大
曽
根

�の
「
洛
陽
の
西
南
に
位
置
す
」
は
、
柿
村
『
考
證
』

の

�り
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
「
洛
陽
の
南
方
に
そ
び
え
る
」
（
川
口

�）
と
す
る
よ
り
も
、
「
洛
陽
の
東
南
」
（
菅
野

�）
と
す
る
ほ
う
が
、

よ
り
正
確
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
松
浦
友
久

�『

�詩
の
事
典
（
３
）』
第
三

章
や
、
拙

�『

�詩
の
風
景
（
４
）』
第
二
章
參
照
。
中

�の
孟
郊
「
洛
橋

（
洛
陽

�
�を

貫
流
す
る
洛
水
に
架
か
る
東

�第
一
の
名

�、
天
津
橋
）
の

 

!」
詩
に
い
う
、「

�明
ら
か
に
直
ち
に
見
る
嵩
山
の

�」
と
。

○
［
表
裏
］
「
山
の
彼
方
と
、
こ
な
た
」
（
金
子
『
新
釋
』
）。
表
は

『
和

�
�詠

集
』

�收

�詩

�釋
補
訂
（
十
五
）

植
木

久
行



外
、
裏
は

�を
意
味
し
、
す
み
ず
み
ま
で

�く
、
到
る
と
こ
ろ
、
の
意

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
劉
宋
の
鮑
照
（
『
文

�』
卷

二
八
）「
結
客
少
年
場
行
」
の
、
「
高
き
に
昇
り
て
四
關
に
臨
み
、
表
裏

に
皇
州
を

�む
」
、
ま
た
初

�の
宋
之
問
「

�に
湘
江
に
泊
す
」
の
、

「
況
ん
や
復
た
秋
雨
霽 は

る
る
を
や
、
表
裏
に
衡
山
を
見
る
」
な
ど
。

○
［
千
重

�］
『
私

	』
に
は
、
初

�の
李 り




き
ょ
うの
詩
「

�」
（
百

二
十
詠
の
一
）
の
、「
地
は
疑
ふ
（「
似
る
」
の

�語
）
明

�の
夜
か
と
」

を
引
く
。
こ
れ
は
、
白
銀
色
に
き
ら
め
く

�原
を
、

�光
の

り

	ぐ

光
景
に
見
立
て
た
表
現
で
あ
り
、
白
詩
は
、
そ
の

�の
發
想
で
あ
る
。

○
［
洛
水
］
柿
村
『
考
證
』
以
來
、
川
口
・
大
曽
根
・
菅
野

	に

見
え
る
、
「
洛
陽
の
南 、
を
東
流
し
て

�河
に

	ぐ
」
（
一
例
、
菅
野

	）

と
す
る

�明
は
、
き
わ
め
て
讀

�の

�解
を
招
き
や
す
い
。
と
い
う
の

は
、
中

�の
姚
合
の
詩
「
天
津
橋
に

�
�す

」
に
、
「

�洛
�心

を

貫
く
」
と
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
洛
水
は
東

�洛
陽
の
中
央
部
を
東
流
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
書
陵
部
本
『

�詠
抄
（
５
）』
に
見
え
る
一

�「

�ノ

�ヲ
流
レ
タ
ル
河
」
と
す
る
の
が

�當
で
あ
り
、

	釋
の
執

筆
に
は
、
細
心
の

	意
が

�ま
れ
よ
う
。

○
［
兩
顆
珠
］

本
詩
よ
り
十
年

�の
長
慶
四
年
（
八
二
四
）
に

�

る
白
詩
「
春

湖
上
に
題
す
」
に
い
う
、
「

�は
波
心
に
點
ず

一
顆

の
珠
」
と
。
こ
れ
は
、
西
湖
の
眞
ん
中
（
波
心
）
に
映
る
白
い

�を
、

一 ひ
と顆 つ
ぶの
眞
珠
に
見
立
て
た
表
現
で
あ
る
。
本
詩
は
、
こ
の
見
立
て
を
擴

大
し
て
、
水
面
だ
け
で
な
く
天
空
の

�を
も
、
眞
珠
に
見
立
て
た
表
現
。

ち
な
み
に
天
空
の

�を
眞
珠
に
見
立
て
た
例
と
し
て
は
、
中

�
�の

張 ち
ょ
う

�

こ

「
中
秋
の
夜
、
杭
州
に
て

�を
看
る
」
（
『

�
�詩

』
卷
五
一
一
）
の
、

「
珠
の
浦
を
出
で
て
盈
み

つ
る
が
如
し
」
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

●
二
五
二
番

白
居
易
「
秋

�」
「
誰
人
隴
外
久
征
戍
、
何
處
庭

�新

別
離
」

○
元
和
十
二
年
（
八
一
七
）、
作

�四
六

�、
江
州
（
江
西
省
九
江
市
）

で
の
作
。
江
州
司
馬
在
任
（

�
�・

朱
）。
詩
題
は
、
『
白
氏
文
集
』
卷

十
六
（
南
宋
紹
興
本
・

 波
本
等
）
や
『
六

	』
・
東
京
大
學
本
『
私

	』

等
に
は
、
「
中
秋

�」
に
作
る
が
、
北
宋
初
期
の
『
文

!
"
#』

卷
一

五
一
（
明
版
）、

�の
條
に
は
、
「
秋

�」
に
作
る
（
６
）。
さ
ら
に

�閣
文
庫

$『
私

	』
、
貞
和
本
・
正
安
本
『
和

%
�詠

集
』
等
に
も
「
秋

�」

と
題
す
る
。
そ
し
て
本
詩
の
尾
聯
を
引
く
『
千
載
佳
句
』
天

象
部
・

�

に
も
、「
秋

�」
と
題
し
て
い
る
（

７
）。
こ
こ
で
は
、「
詩
の
句
に
滿

�の
こ

と
を

&べ
て
い
な
い
か
ら
秋

�と
題
す
る
方
が

'當
の
や
う
で
あ
る
」

（
佐
久

	［
續

國
譯

%文
大

�］
）
と
す
る

指
摘
を
も

參
照
し
て
、
本
來
の

詩
題
は
「
秋

�」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
田
中
克
己
『
白
樂

中
國
詩
文
論
叢

第
二
十
三
集
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天
』
（
集

�
�・

�詩
大
系
）
も
、
こ
の
佐
久

�を
受
け
て
、「
詩
意
か
ら
、

一
本
に
秋

�と
題
し
て
い
る
ほ
う
が
合
う
」
と

�べ
、
菅
野

�に
も
、

「
嘉

	本
（


經
閣
文
庫

�寫
、
卷
子
本
…
引
用

�
�）

以
下
の
題
が
、

『
文


�
�』

に
一

�す
る
の
は
、
や
は
り
古
い
形
を
傳
え
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
。

○
［
誰
人
］

「
誰
」
「
何
人
」
の

�語
。
白
詩
の
用
例
は
十
五
に

�ぶ
。
立
野
春

�跋
の
和
刻
本
に
は
、「
誰 ナ
ン人
カ」
と
訓
む
。

○
［
隴
外
］
隴
山
の
外 か
な
た、
つ
ま
り
隴
山
以
西
の
地
を
指
し
、
邊
境
・

塞
外
の
意
を
帶
び
る
。
隴
山
と
は
、
現
在
の
陝
西
・
甘
肅
の
省
境
を
な

す
險
し
い
山

�の
名
。

�・
夷
（

�地
と
塞
外
）
を

�て
る
境
界
と
し

て
、

�代
以
來
、
大
震
關
な
ど
の
關

�が
置
か
れ
、

�民
族
の

�攻
を

防
い
だ
。

�魏
ご
ろ
の
「
隴
頭
歌
辭
」
以
下
、
出
征
兵
士
の

�
�の

念

と
隴
山
（
守
備
兵
の

�屯
地
、
戰
場
）
と
を
結
び
つ
け
た
擬
古
樂
府
詩

「
隴
頭
」
「
隴
頭
水
」
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
る
。
『

�詩
の
事
典
』
第
三

章
、
甘
肅
省
の
「
隴
山
・
隴
水
」
の
條
參
照
。
川
口
・
大
曽
根
譯
に
、

�代
の
郡
名
を
用
い
て
、
「
隴
西
郡
の
西
」
と
す
る
の
は
、
か
え
っ
て

わ
か
り
に
く
い
。

�
�の

岑
參
の
詩
「
西
河
太
守
杜
公
の
輓
歌
」
（
其

三
）
の
、「
今
に
至
る
ま
で
聞
く
隴
外
、
戎

�は
（
杜
公
の

�武
を
憶
っ

て
）

 ほ
魂
を

!

う
し
なふ
と
」
は
、
「
隴
外
」
の
語
を
用
い
た
一
例
で
あ
る
。

○
［
何
處
庭

"］
古
訓
に
は
「
何
れ
の
處
の
庭

"に
か
」
と
あ
る

が
、
對
句
を
な
す
上
句
「
誰 た
れ

の
人
（
誰
人

た
れ
ひ
と

）
か
隴
外
に
」
の
古
訓
を
參

照
す
れ
ば
、
金
子
『
新
釋
』
の
ご
と
く
、
「
何
れ
の
處
か
庭

"に
」
と

訓
む
ほ
う
が

#切
で
あ
る
。
岡
村

$『
白
氏
文
集
』
三
（
竹
村
則
行
執

筆
）
も
、
こ
の
立
場
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
庭

"は
、
「
庭
中
」
の

�

語 （
８
）。○
［
新
別
離
］

「

%く

&立
つ
人
と
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
」

（
川
口
譯
［
文
庫
］
）、
「
新
た
に

&立
つ
人
を

�の
光
で
見

'っ
て
い
る
」

（
菅
野

�）
な
ど
は
、
「
新
」
の
意
味
を
取
り

(え
た

)譯
で
あ
ろ
う
（
９
）。

と
い
う
の
は
、
本
詩
の
「
新
」
は
、
上
句
の
「
久
」
に
對
す
る
副
詞
と

し
て
、

*ご
ろ
、
最

*の
意
で
あ
り
、
愛
す
る
夫
を
出
征
さ
せ
て
ま
も

な
い
妻
、
い
わ
ゆ
る
思

+の

,き
を
歌
い
、
上
句
の
出
征
兵
士
の
そ
れ

と
對
照
さ
せ
た
表
現
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
新
」
の
字
を
、
「
初
」

（
今
し
も
…
…
し
た
ば
か
り
）
の

�語
（

-）と
見
な
し
た
譯
「
何
處
の
庭

"で

今
別
れ
た
ば
か
り
の
男
女
二
人
」
（
岡
村
［
竹
村
］
譯
）
も
あ
る
が
、
從

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

●
二
五
三
番

郢
展
「

.水
よ
り
東
に
歸
る

/事
」
「
秋
水
漲
來
船

去
0、

夜
雲
收
盡

�行
遲
」

○
�代

七
言
詩
の
佳
句
（
一
聯
）
を

�聚
し
た
大
江
維
時
撰
『

千
載

佳
句
』
四
時
部
・
秋
夜
に
、「
郢
展
／

.水
東
歸
詩
」
と
あ
り
、『

1
�

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
五
）（

植
木
）
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詩
�』

卷
中
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
收

�す
る
。
ま
た
東
京
大
學
本

『
私

�』
に
も
、「

�水
東
皈
、
郢
展
」
と
す
る
。
皈
は
歸
の

�體
字
で

あ
る
。
詩
題
の
「

�水
東
歸

�事
」
は
、
ひ
と
ま
ず
正
安
本
（

�）『
和

	



詠
集
』
や
『
集
註
』
等
に
從
う
（

�）。
ち
な
み
に
、

�閣
文
庫

『
私

�』

は
、
「
片
水
東
滿
」
（
片
水

東
に
滿
つ
）
と
題
す
る
。
片
水
は
、

�水

の

�訛
で
あ
ろ
う
。

○
［
郢
展
］
未
詳
。
姓
を
郢
と
す
る
人
名
は

�常
見
え
ず
、
傅

�

�ほ
か

�『

�五
代
傳
記

�料
綜
合
索
引
（

�）』
に
も
、
『

�
�詩

�』
に

よ
っ
て

�
�し

た
郢
展
以
外
は
な
く
、
方
積
六
ほ
か

�『

�五
代
五
十

二
種
筆
記
小

�人
名
索
引
（

�）』
に
は
、

�く
見
え
な
い
。
ま
た
「
野
郢
展
」

「
野
展
」
に
も
作
る
が
、
野
詩
・
野
利
の
姓
は
あ
る
が
、
野
一
字
を
姓

と
す
る
人
名
は
見
い
だ
し
が
た
い
。

�
�
�
�
�『

中
國
文
學
家
大
辭

典
（

�五
代
卷
（

�））』、
郢
展
の
條
に
は
、「
世

�不
詳
」
と
し
て
こ
う
い
う
、

「『
和

	

詠

集
』
卷
上
作
野
郢
展
。

�代
人
。
曾
自

�水
東
歸
、

�事

賦
詩
。

 不
詳
」
云
々
と
。
本
條
の
執
筆

!陳

"君
は
、
か
つ
て

「『

�
�詩

』
補

#六
種
札
記
（

$）」
の
な
か
で
、「
郢
展
、『
和

	

詠

集
』

卷
上
作
野
郢
展
、
疑
爲
日
人
」
と

%べ
て
い
た
が
、
大
江
維
時
撰
『
千

載
佳
句
』
の

�纂
方
針
（

�代
の
中
國
の
詩
人
［
た
だ
し
、
新
羅
・
高
麗
の

詩
人
を
含
む
］
の
佳
句
を
集
め
る
）
を
考
慮
し
て
、
そ
の

�を
改
變
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
郢
展
の
事
跡
は
、
現
在
な
お
未
詳
の

ま
ま
で
あ
る
。

○
［

�水
よ
り
東
に
歸
る

�事
］
書
陵
部
本
『


詠
抄
』
に
い

う
、
「
郢
展
、

�水
ト
云
河
ヲ
、
東
サ
マ
ニ
、
我
カ
家
歸
ト
テ
作
也
」

と
。

�水
は
、
大
業
元
年
（
六
○
五
）
、
隋
の
煬

&が
完

'さ
せ
た

「

�濟
渠
」
の
東
段
部
分
、
す
な
わ
ち

(北
の

)河
か
ら
東
南
方
向
に

�州
（
河
南
省
開
封
市
）・
宋
州
（

*丘
市
）
を
經
て
、

(中
の
淮
河
に

そ
そ
ぐ

+
,に

對
す
る
、

�・
宋
期
の

�稱
で
あ
る
。

�河
・

�渠
と

も
い
い
、
煬

&が

-っ
た
大

.河
の
中
心
を
な
す
。
『

	詩
の
事
典
』

第
三
章
、

�河
の
條
參
照
。［

�事
］
は
、「
そ
の
場
の
で
き
ご
と
に

�

し
て
」
の
意
か
ら
、
眼

/の
景
物
に

�し
て

�興

0に
詠
ん
だ
詩
を
い

う
。
戴
叔
倫
「
湘
南

�事
」
、
司
空

1「
江
村

�事
」
の
ご
と
く
、
詩

題
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

○
［
漲
來
］
來
は
、
動
態
の
完

'を
表
す
助
字
。
下
句
の
「
盡
」

と
對
を
な
す
。

○
［
夜
雲
收
盡
］
收
盡
の
語
は
、
雲
の

2失
を
い
う
。

3
�の

喩

坦
之
「
長
安

4後
」
詩
に
も
、
「
碧

5（
天
空
）

雲
收
盡
す
」
と
あ

る
。

●
二
五
四
番

白
居
易
「

蕭
處

士
の

黔
南
に

6ぶ
を

7る
」
「
不

醉

黔
中
爭
去
得
、

8圍
山

9正

:
:」
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○
元
和
十
四
年
（
八
一
九
）、
作

�四
八

�、
忠
州
（
臨
江
縣
、
現
在

の
重
慶
市
忠
縣
）
で
の
作
。
忠
州
刺
史
在
任
（

�
�・

朱
）。

�閣
文
庫
・

東
京
大
學

�『
私

�』
や
『
六

�』
な
ど
に
見
え
る
詩
題
「
黔
南
の
蕭

處
士
を

	ね
て
逢
は
ず
」
（

	黔
南
蕭
處
士
不
逢
）
は
、
尾
聯
の
上
句
を

「
黔
中
に
醉
は
ず
ん
ば
…
…
」
と


讀
し
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
ら
し

い
。○
［
蕭
處
士
］

名
は
未
詳
。
白
詩
「
蕭
處
士
を
招
く
」
（
卷
一
一
）

や
、
「
戲
れ
に
蕭
處
士
・

�禪
師
に

�る
」
（
卷
一
八
）
に
見
え
る
人
物

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
忠
州
で
の
作
（
後

昭
雄
ほ
か
『

�聚
本
江
談
抄
（

�）』

や
、
朱
『
箋
校
』
）。
川
口
久
雄
・
奈
良
正
一
『
江
談
證

�

（

�）』
（
二
二
七
番
）

は
、
田
中
克
己
『
白
樂
天
』
の

�を
受
け
て
、
「
蕭

�。
官
は
協
律

�

に
至
っ
た
。

�趣
あ
る
竹
を

�い
て
、
當
時

�
�が

高
か
っ
た
。
白
居

易
は
の
ち
杭
州
で
親
し
く
交

�し
た
」
と

�べ
、

�年
の
後

昭
雄

『
江
談
抄
（

�）』
第
四
（
五
四
番
）
も
同
じ
く
「
蕭

�」
の
こ
と
と
す
る
が
、


り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蕭
處
士
が
、
杭
州
刺
史
時
代
の
白
居
易
の
部
下
、

「
畫
竹
の
歌
」
（
引
を
并 あ
はす
、
卷
一
二
）
に
詠
ま
れ
た
蕭

�を
指
す
確
證
は

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

�汝

�・
胡
可
先
『

�
�詩

人
名
考
（

 ）』
や
陶

!

『

�
�詩

人
名
考
證
（

"）』
の
な
か
に
、
そ
の
名
に
言

#し
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
も
わ
か
る
。

○
［
黔
南
］

�代
の
方

$（

%
$）

の
一
つ
、
黔
南

&察
使
の
置

か
れ
た
黔
州
（
＝
黔
中
郡
）
彭
水
縣
を
指
す
。
そ
の
縣

'（
＝
州

'）
は
、

現
在
の
重
慶
市
彭
水

(族
土
家
族
自
治
縣
（
四
川
省
彭
水
縣
は
、
そ
の

)

稱
）
で
あ
る
。
當
地
に
は
、
黔
州
を
含
め
、
そ
の
南
方
の
地
を
廣
く
管

*す
る
黔
中

&察
使
の
使
府
が
置
か
れ
た
。
こ
の
黔
中

&察
使
は
ま
た
、

黔 、
南 、

&察
使
（
經
略
使
）、
黔 、
州 、

&察
使
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
の
で
あ

る
。

�

ご

+

て
い

燮 し
ょ
う『

�方

$年
表
（

,）』
卷
六
、
黔
中
の
條
や
、
郁
賢

-『

�

刺
史
考

�
.

（

/）』
四
、
卷
一
七
五
、
黔
中

0黔
州
（
黔
中
郡
）
の
條
な
ど

參
照
。
竇
群
の
詩
「
京
よ
り
將 ま
さに
黔
南
に
赴
か
ん
と
す
」
は
、
元
和
三

年
（
八
〇
八
）、
黔
中

&察
使
と
な
っ
た
作

�の
赴
任
直

1の
作
で
あ

り
、

2非
熊
の
詩
「
皇
甫
司
祿
の
黔
南
の

3に
赴
く
を

4る
」
も
、

黔
中
（
黔
南
）

&察
使
の

3府
（
使
府
）
に
赴
く
皇
甫
某
を
見

4る
作

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
黔
南
は
、
黔
州
彭
水
縣
（
現
在
の
重
慶
市
に

屬
す
る
）
を
指
し
、
「
今
の
貴
州
省
の
地
」
（
『
江
談
證

�』
）、
「

�代
の

0

名
」
（
西
村
富
美
子
『
白
樂
天
』
）、
「
黔
州
（
四
川
省
東
南
部
）
の
南
」
（
後

『
江
談
抄
』
）
で
は
な
い
（

5）。
ち
な
み
に
、
忠
州
か
ら
黔
南
（
黔
州
）
に

赴
く
に
は
、
一
般
に
長
江
を
溯
り
、

6

ふ
う

州
（

6陵
縣
、
現
在
の
重
慶
市

6

陵

7）
か
ら
、

6陵
江
（
＝
黔
江
、
長
江
の
支
流
。
烏
江
［
現
在
の
名
稱
］

の
下
流
に
あ
た
る
）
を
溯
っ
て
い
く
。

○
［
黔
中
］
黔
州
の
郡
名
に
當
た
る
「
黔
中
郡
」
の
こ
と
。
詩
題

の
「
黔
南
」
と
同
一
の
場

8で
あ
り
、
「
黔
中

0」
（
岡
村

9『
白
氏
文

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
五
）（

植
木
）
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集
』
四
［
竹
村
則
行
執
筆
］
）
で
は
な
い
。
田
中
克
己
『
白
樂
天
』
等
が
、

「

�の
�名

」
と
す
る
の
も
、
同
じ

�り
で
あ
る
。

�代
後
期
の
詩
歌

で
は
、
し
ば
し
ば
郡
名
を
州
名
の

�名
と
し
て
用
い
た
。
一
例
を

�げ

れ
ば
、
杜
牧
の
詩
「
齊
安
の

�樓
に
題
す
」
の
齊
安
は
、

�州
の
郡
名

「
齊
安
郡
」
を
い
う
。

○
［
爭
去
得
］
こ
の
三
字
は
、
い
ず
れ
も
白
話

	表
現
。
爭
は
、

反
語
を
表
す
副
詞
。
す
で
に
一
○
五
番
に
見
え
る
。
拙
稿
「
補
訂
（
三
）」

の
補




（

�）參
照
。
去
は
行
く
、
赴
く
。
こ
れ
も
白
話
で
あ
る
。
ま
た
「
得
」

は
、
可
能
を
表
す
助
字
。
動
詞
の
後
に
付
く
「
得
」
は
、
白
話
表
現
で

あ
る
。

○
［

�圍
山
］
黔
州
の
治

、
彭
水
縣

�の
西
に
あ
る
山
の
名
。

後
世
、
一
般
に
「

�

、
圍
山
」
と
書
か
れ
た
。
南
宋
の
王
象
之
『
輿
地
紀

�』
卷
一
七
六
、

�州
路
黔
州
の
條
に
い
う
、

�圍
山
は
「
彭
水
縣
の

西
に
在
り
。
江
（
黔
江
）
を

�て
て
四
里
（
二
キ
ロ

�）、
州

�と
對
面

す
。
夷
・

�（
當
地
付

�に

�む

�民
族
）
は
、
天
を
呼
び
て
圍
と
曰
ふ
。

此
れ
、
天
を

�す
る
を
言
ひ
、
號
し
て

�圍
と
曰
ふ
」
と
。
こ
の
記

�

は
、
南
宋
の

�穆

�、

�洙
補
訂
『
方
輿

�覽
』
卷
六
〇
、

�州
路
紹

慶
府
の
條
に
も
、
ほ
ぼ
同
樣
に
見
え
る
。
白
詩
「

�圍
山
」
の

�は
、

「

�」
と

�
�し

、
貞
和
本
・
建
長
本
・

�
�本

等
の
『
和

�
�詠

集
（

 ）』

に
は
、

�

、
圍
山
に
作
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
當
地
の
方
言
を
用

い
て
、
高
く
そ
そ
り
立
っ
て
天
空
に
接
す
る
山
、
の
意
を
こ
め
た
命
名

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
黔
南
縣
の
山
」
（
川
口


）、
「
黔
州
の
南
方
一
帶

に
あ
る
山
」
（
大
曽
根


）
で
は
な
い
。
岡
村

!『
白
氏
文
集
』
四
に

よ
れ
ば
、
「
高
さ
五
七
六
メ
ー
ト
ル
」
の
靈
山
で
あ
っ
た
。
白
居
易
は

同
年
の
作
「
嚴
中
丞
（
謨
）
の

"に
黔
江
を
眺
め
て
寄
せ
ら
る
る
に

酬
ゆ
」
の
な
か
で
も
、
「

�圍
山
下
の
色
」
云
々
と
歌
う
。
こ
の
二
例

が
、

�代
以

#、
詩
中
に
詠
ま
れ
た

�圍
山
の

$て
で
あ
ろ
う
。

○
［

%
%］

「
ア
ヲ
シ
ロ
ナ
ル
皃
」（
永
濟




（

&））、「

'の

(白
い
色

の
形
容
」
（
西
村
富
美
子
『
白
樂
天
』
）。
白
詩
に
は
、
さ
ら
に
「
新
霽

'
%
%た

り
」
（
「
渭
村

)居
…
」
卷
一
五
）、
「
沙
冷
や
や
か
に
し
て

'

%
%た

り
」
（
「
江
南
喜
逢
…
」
、
『
箋
校
』
外
集
上
、
江
州
司
馬
在
任
）
な
ど

と
詠
ま
れ
る
。
津
阪
孝
綽
『
夜
航
詩
話
』
卷
四
の
、
「

%は

*慘
色
を

謂
ひ
、

(・

+と
義

�な
れ
り
。

%松
・

%竹
・

%
%の

語
は
、
皆
な

黯
慘
の
意
有
り
。
…
…
『
詩
』
の
秦
風
に
『
蒹
葭

%
%、

白
露

霜

と
爲
る
』
と
。『
釋
文
』
に
云
ふ
、『

%々
は
物
老
い
る
の

,な
り
』
と
。

蓋
し
光
澤
盡
き
て

%白
な
り
」
も
、
參
考
に
な
ろ
う
。
李
紳
の
詩
「
晏

安
寺
」
（
新
樓
詩
二
十
首
の
一
）
は
、「
啼
鳥
歇 や

む
時
山
寂
寂
た
り
、
野

-殘 ざ
んす
る
處

'
%
%た

り
」
と
あ
り
、
王
旋
伯
『
李
紳
詩




（

.）』
に
は
、

%
%を

「
*白

色
」
と


す
る
。

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
三
集

104



●
二
六
一
番

皇
甫
冉
「
秋
日
東
郊
の
作
」
「
燕
知

�日
辭

�去
、

�

爲
重
陽

�雨
開
」

○
本
詩
は
、
至

�元
載
（
七
五
六
）
か
ら
大

�十
四
年
（
七
七
九
）

に
到
る
名
詩
を
集
め
た
、
高
仲
武

�『
中
興

	氣
集
』
卷
上
に
見
え
る

ほ
か
、
上


の
二
句
は
、

�
�高

仲
武
の

�語
の
中
に
も
皇 こ
う甫 ほ

冉 ぜ
んの
名

句
の
一
つ
に

ば
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

�
�の

光

�三
年
（
九
〇
〇
）

の
自
序
を
持
つ
韋

�
�『

又
玄
集
』
卷
上
に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。

『
千
載
佳
句
』
時

�部
・
重
陽
に
は
、
作

�の
名
を
「
李
端
、
或
云
皇

甫
冉
」
と
し
、
傳
存
の
古
い
『
和

�
�詠

集
』
で
は
、

�閣
文
庫

�

『
私

�』
や
『
六

�』
を
始
め
と
し
て
、
李
端
の
作
と
す
る
も
の
が
多

い
が
、
今
日
の

�
�に

從
っ
て
皇
甫
冉
の
作
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

空

�
�『

文
鏡
祕
府
論
』
天
卷
・

�聲
に
も
、
「
皇
甫
冉
曰
」
と
し
て

七
律

�
�が

引
か
れ
、
『
文

�
�
�』
卷
三
一
九
、
村
墅
の
條
に
も
、

皇
甫
冉
の
作
と
し
て
見
え
て
い
る
（
明
版
）。
た
だ
し
詩
題
は
、
「
秋
日

 

、
郊
作
」
に

!る
。

本
詩
は
、
①
第
七
句
に
「
淺

"

何
を
將 も
つて

獻

#（
諫
官
［
拾

$・

補
闕
な
ど
］
）
に
稱 か
な

は
ん
」
と
あ
る
、
②
獨
孤

%の
「

�の
故 も
と

の
左
補
闕

安
定
の
皇
甫
公
（
冉
）
の
集
序
」
（
四
部
叢
刊
『
毘
陵
集
』
卷
一
三
）
に
、

皇
甫
冉
は
「
大

&

マ
マ

二
年
（
七
六
七
）、
左
拾

$に

'り
、
右
（
原

�…
文

粹 （

(）作
左
）
補
闕
に
轉 う
つ

る
。
使
ひ
を
江
表
（
江
南
）
に
奉
じ
、
因
り
て
家

を
省
し
て
（
歸
省
し
て
）
丹
陽
（
潤
州
の
郡
名
、
治

)は
江
蘇
省

*江
市
）

に
至
る
。
…
…
不
幸
に
し
て
短
命
、
年
方 ま
さに
五
十
四
に
し
て

+す
」

と
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
點
に
よ
っ
て
、
本
詩
は
大

�二
年
以
後
の
作
と

な
る
。
こ
れ
は
、『
中
興

	氣
集
』
の


,範

圍
と
も
符
合
す
る
。

と
こ
ろ
で
陶

-・
李
一
飛
・
傅

.
/『

�五
代
文
學

�年
史
（

0）』
（
中

�卷
）
の
考
證
に
よ
れ
ば
、
皇
甫
冉
は
、
大

�二
年
、
左
拾

$に
な
っ

た
後
、
同
三
年
、
左
補
闕
（
一

�に
右
補
闕
）
に

'り
、
同
四
年
、
左

補
闕
在
任
の
ま
ま
で
江
南
に
使
い
し
、

 、
歸
省
し
て
丹
陽
に
到
り
、

病
床
に
臥
し
た
。
同
五
年
の
春
、
「
陸
鴻
漸
（

1）
の

越
に
赴
く
を

2る
」
詩
を
作
り
（

3）、
秋
に
は
潤
州
刺
史
樊
晃

は
ん
こ
うと
唱
和
、
さ
ら
に
年
末
の

十
二

4に
は
韓 か
ん

5

か
いに
對
す
る
唱
和
詩
を
作
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
大

�六
年

（
七
七
一
）
の
春
、
五
十
四

6で
丹
陽
の
地
で

+し
た
よ
う
で
あ
る
（
七

一
八
生
～
七
七
一

+

（

7））。

同
書
は
、
本
詩
「
秋
日
東
郊
の
作
」
の
作

8年
代
に
つ
い
て
も
觸
れ

て
い
る
。
大

�三
年
（
七
六
八
）
九

4、
「
皇
甫
冉
在
長
安
、
轉
官
左

補
闕
、
有
詩
言
懷
」
の
條
に
、
本
詩
の
後

9を
引
い
て
い
う
、
「
冉
は

大

�四
年
の

 に
は
、
す
で
に
（
故

:の
）
潤
州
に
歸
っ
て
い
る
の
で
、

彼
が
拾

$か
ら
補
闕
に

'っ
た
の
は
、
本
年
（
大

�三
年
）
の
は
ず
で

あ
る
。
詩
か
ら
冉
が
當
時
、
獻

#（
君

;に
忠
言
を
奉
る
こ
と
）
の
任
に

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
補
闕
に
轉
任
し
た
こ
と
に
感
じ
て

『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
唐
詩
注
釈
補
訂
（
十
五
）（

植
木
）
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作
っ
た
も
の
か
」
と
。
こ
の

�に
從
え
ば
、

�す
る
三
年

�の
五
一

�

の
と
き
に

�り
、
江

�初
期
の

�心
和

�『
三
體
詩
素
隱
抄
』
卷
七
の

「
詩
ハ
、
長
安
ノ
東
郊
ノ
作
ソ
」
と
も
符
合
し
よ
う
（

	）。

し
か
し
こ
の

�に
は
、
に
わ
か
に
贊
同
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、

本
詩
の
頷
聯
「
廬
嶽
（
東
林
寺
・
西
林
寺
等
の
名
刹
が
あ
る
廬
山
。
江
西
省
）

の
高




偈
げ

を
留
め
て
別
れ
、

�山
（

�
の

�地
の
一
つ
。
江
蘇
省
句

容
市
の
東
南
）
の

�士
書
を
寄
せ
て
來
る
」
と
歌
わ
れ
る
廬
嶽
・

�

山
が
、「
單
に


や

�士
に
對
す
る
修

�語
」
（
村
上
哲
見
『
三
體
詩
（

�）』
上
）

と
は
考
え
に
く
く
、
そ
れ
な
り
の

�來
を
踏
ま
え
た
表
現
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

�斷
に
從
え
ば
、
す
で
に
故

�の
丹
陽

（

�江
市
付

�）
に
歸
省
し
た
後
の
作
と
な
ろ
う
。
本
詩
の
結
び
に
、
辭

任
か
歸
隱
か
に
思
い
ま
ど
う
心
境
を
、
「
岐
に
臨
ん
で

�日
自
ら

徘
徊
す
」
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
病
氣
が
ち
の
ま
ま
左
補

闕
の
官
に
あ
っ
た
と
き
の
作
に
な
る
。
「
多
病

官
を
辭
し
て
罷 や

む
」

（
「
閑
居
の
作
」
）
る

�の
、
大

�四
年
（
七
六
九
）、
五
二

�ご
ろ
の
作
と

な
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
作

�最

�年
の
作
で
あ
る
（

�）。

○
［
燕
知

�日
辭

�去
］

�代
、

�（
土
地
の

�）
を
祀
る
「

�

日
」
に
は
、
春

�と
秋

�の
二
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
春
分
・
秋
分
に

�い

�後
の
戊

つ
ち
の
えの
日
に
行
わ
れ
た
。
「
春
ハ
五

�生
長
ヲ

�ニ

 リ
、

秋
ハ

�熟
ヲ

�ニ

 ル
日
」
（『
假
名

!』）
で
あ
っ
た
。
官
吏
は
こ
の
日
、

休
み
に
な
る
。
拙

"『

�詩

�時
記
』
五
九
・
二
七
一
頁
以
下
參
照
。

川
口

!（
文
庫
）
に
、
『
禮
記
』

#令
、
廣
義
、
二

#に
、
「
立
春
後
五

戊
を
春

�と
な
し
、
立
秋
後
五
戊
を
秋

�と
な
す
」
と
あ
る
（

$）。
こ
れ
は
、

柿
村
『
考
證
』
の
「

#令
廣
義
、
二

#云
」
の

!を
受
け
た
記

%で
あ

る
。
「

#令
廣
義
」
は
『
禮
記
』

#令
篇
の

!釋
で
は
な
く
、
獨
立
し

た
一
部
の
書
物
、
明
の
馮
應
京
撰
、
戴
任

!『

#令
廣
義
』
二
十
四
卷

（
附
二
卷
）
を
指
し
、

�
&の

語
は
そ
れ
ぞ
れ
、
卷
六
、
二

#令
の

'

令
「
春

�」
、
卷
一
五
、
八

#令
の

'令
「
秋

�」
の
條
に
分
け
て
記

さ
れ
て
い
る
（

(）。

)
�三

十
年
序
刊
本
（
東
北
大
學
圖
書

*
+）

に
は
、

「
五
戊
」
の
下
に
「
日
」
の
字
が
あ
り
、『
考
證
』
は
お
そ
ら
く

,し
た

の
で
あ
ろ
う
。
川
口

!は
孫
引
き
ゆ
え
の

-解
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
も
ち
ろ
ん
秋

�を
指
す
。

元
の

.

か
く

天 て
ん

挺 て
い

『
註

�詩
鼓
吹
』
卷
三
に
は
、
「
燕
は
、
春

�に
來
り

て
、
秋

�に
去
る
」
と
あ
り
、
書
陵
部
本
『

/詠
抄
』
に
も
、「
燕
ハ
、

此
日
ヲ
知
テ
、
春
來
テ
、
秋
去
ル
也
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
考
え
は
、

�代
、
廣
く
流
布
し
て
お
り
、
「

�燕
」
と
い
う
言

0が
、
羊 よ
う

士 し

諤 が
く

「
郡
樓

1
2」

詩
（
其
一
）
の
ほ
か
、
元

3・
劉
禹

錫
ら
の
詩

中
に
も

見
え
る
。
ま
た

中

�の
錢

4「
河
南
の

陸
少

府
を

5る
」
詩
の
、
「
東

6の
�日

（
秋

�）

�燕
を

催 う
な
がす
」
、

白
居

易
「
秋

池
」
（
其
一
）
の
、

「

�
�く

し
て

燕
影

稀
な
り
」
、

杜
牧
「
江
樓

�
2」

詩
の
、
「
初
め
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て
語
る
燕
雛

え
ん
す
うは

�日
を
知
る
」
な
ど
も
、
同
じ
發
想
に
基
づ
く
表
現

で
あ
る
。

○
［

�爲
重
陽

�雨
開
］

�は
重
陽

�の

�。
ち
な
み
に
、
「
重

陽
の
爲 た
め

に
」
の
「
爲
」
（
去
聲
）
が
、
上
句
と
對
を
な
す
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
こ
の
爲
は
「
謂
」
と

�
�し

て
、
上
句
の
「
知
」
と
ほ
ぼ
同

義
の
「
爲 お
もひ
て
」
と
讀
め
る
可
能
性
も
生
じ
よ
う
。

�

（
１
）
伊

	正
義
ほ
か
『
和



�詠

集
古

�釋
集

』
第
一
卷
（
大
學
堂
書

店
、
一
九
九
七
年
）

�收
。

（
２
）
『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
一
集
、
二
〇
〇
二
年

�收
。

（
３
）
大
修

�書
店
、
一
九
九
九
年
。

（
４
）

�談

�・
學

�文
庫
、
一
九
九
九
年
。

（
５
）
伊

	正
義
ほ
か
『
和



�詠
集
古

�釋
集

』
第
二
卷
下
（
大
學
堂

書
店
、
一
九
九
四
年
）

�收
。

（
６
）
た
だ
し
、
本
詩
の
後
に
、
「
此
詩
、
本
卷
『
中
秋

�』
重
出
」
云
々

の
校
記
が
あ
る
。

（
７
）
堀
部
正
二

�
�、

片
桐
洋
一
補
『
校

�

和



�詠

集
』
（
大
學
堂

書
店
、
一
九
八
一
年
）
の
校
語
も
參
照
。

（
８
）
蔡
鏡

�『
魏
晉
南
北

�詞
語
例
釋
』
（
江
蘇
古

�出
版

�、
一
九
九

九
年
）
參
照
。

（
９
）
田
中
克
己
『
白
樂
天
』（
集

�
�、


詩
大
系
）
も

�る
。

（

�）
『
廣

�』
釋
言
に
「
新
、
初
也
」
と
あ
る
。
白
詩
「

�兄
弟
迴

�夜
」

の
「
新
與
兄
弟
別
」
は
、
こ
の
例
。

（

�）

�一
の
書
の
一
〇
一
頁
の
校
語
に
よ
る
。

（

 ）
『
校

�

和



�詠

集
』
に
も
、「

!水
東
歸

"事
」
と
題
す
る
二
本

を
あ
げ
る
。

（

#）
中

$書
局
、
一
九
八
二
年
。

（

%）
中

$書
局
、
一
九
九
二
年
。

（

&）
中

$書
局
、
一
九
九
二
年
。

（

'）
『
中
國
古
典
文
學
叢
考
』
第
二
輯
、
復
旦
大
學
出
版

�、
一
九
八
七

年

�收
。

（

(）
武

)野
書
店
、
一
九
八
三
年
。

（

*）

+
,
�、

一
九
八
四
年
。

（

-）
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
學
大
系
、
『
江
談
抄

中
外
抄

富
家

語
』（
一
九
九
七
年
）

�收
。

（

.）
江
蘇

/育
出
版

�、
一
九
九
〇
年
。

（

0）
陝
西

/育
人
民
出
版

�、
一
九
九
六
年
。

（

1）
中

$書
局
、
一
九
八
〇
年
。

（

2）
安
徽
大
學
出
版

�、
二
〇
〇
〇
年
。

（

3）
小
島

4之
「『
訓
み
』
の
一
、
二
に
つ
い
て
」（
同
『
國
風
暗

5時
代

の
文
學
補
篇
』
塙
書

6、
二
〇
〇
二
年

�收
）
の
な
か
に
、
本
詩
を

引
い
て
、「
南
方
貴
州
の
黔
南
の
地
」
云
々
と
い
う
の
も

�り
で
あ
る
。

『
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収
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（
�）

『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
九
集
、
一
九
九
〇
年

�收
。

（

�）
�一

の
書
の
一
〇
一
頁
參
照
。

（

�）
伊

�正
義
ほ
か
『
和

�
	詠

集
古

�釋
集


』
第
三
卷
（
大
學
堂
書

店
、
一
九
八
九
年
）

�收
の
、
永

�文
庫
本
。

（

�）
上

古
�出

版

�・

�詩
小
集
、
一
九
八
五
年
。

（

�）
四
部
叢
刊
『

�文
粹
』
卷
九
二
、「

�左
補
闕
安
定
皇
甫
冉
文
集
序
」。

（

�）

�
出

版

�、
一
九
九
八
年
。

（

�）
こ
の
點
は
、
賈
晉

�『
皎
然
年
譜
』
（
廈
門
大
學
出
版

�、
一
九
九

二
年
）
も
同
じ
。

（

�）
『

�才
子
傳
校
箋
』（
第
一
冊
）
卷
三
、
皇
甫
冉
の
條
（
傅

�
�執

筆
）

は
、
大

�四
、
五
年

�と
推
定
す
る
が
、『

�五
代
文
學

�年
史
』（
中

�卷
）
や
『

�才
子
傳
校
箋
』（
第
五
冊
、
補
正
）、
皇
甫
冉
の
條
（
陶

�執
筆
）
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
る
。

（

�）
『
集
註
』
に
い
う
、「
題
の
心
は
長
安
の
東
郊
に
皇
甫
冉
の
私
第
あ
り
。

そ
こ
に
て
の
詩
也
」
と
。

（

�）

�日
新
聞

�、
一
九
六
六
年
。

（

 ）
『

�詩
鼓
吹
註
解
』
卷
三
、
明
の
廖
文
炳
の
解
（
和
刻
本
）
に
い
う
、

「
此
れ
皇
甫
冉
、
詔
を
承
け
て
將
に
出
で
ん
と
し
て
作
る
な
り
」
と
。

こ
れ
は
、
大

�四
年
（
七
六
九
）
、
江
表
に
使
い
に
出
る
直

!の
作
、

と
見
な
す
立
場
で
あ
ろ
う
。

（

"）
川
口
大
系
本
は
、
戊
を
戌
に

#っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
柿
村
『
考
證
』

の

#り
を
承
け
た
も
の
。
大
曽
根

�も
戊
を
戌
に

#る
。
『
和

�
	詠

集
』
の
古

�も
、

$々
に
し
て
戊
を
戌
に

#っ
て
い
る
。

（

%）
こ
の
本
の

&査
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
學
院
生
の
大
山
岩
根
氏
に
依

'し
た
。
そ
の
協
力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。
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